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 (
(
コリント
一
11
・
28
)
) (
＜勧告＞
) (
＜
主の食卓へ
の招き
＞
) (
＜宣言＞
)

 (
　
[
聖別の祈り
]
この中に、アナムネーシス
(
十字架の想起
)
の祈り、エピクレーシス
(
聖霊の働きを求める
)
祈りが盛り込まれている。
＊
聖餐式のどの時点で配餐者が前に進み出るかは、教会、司式者に委ねられる。
＊式文
中の司式者の所作を記してある部分
(
ゴシック体の大きな文字の部分
)
は、読まない。
　各教会で試用や検討くださり、文言、内容、形式、体裁など、さらによいものとなるよう、先
生方
、信徒の方々のご意見を頂戴したく願います。
二〇一三年 定期年会　信仰職制委員会
) (
司式者　ただ
いま
今
から、
せいさんしき
聖餐式
を
と
執
り
おこな
行
います。
（
ここで賛美を歌ってもよい
）
司式者　わたしたちの
すく
救
い
ぬし
主
イエス・キリストは、この
しょくたく
食卓
にイエスを
しん
信
じる
ひとびと
人々
を
まね
招
いておられます。
しゅ
主
の
まね
招
きに
かんしゃ
感謝
し
、
よろこ
喜
びをもって
せいさん
聖餐
にあずかりましょう。
会　衆　わたしたちは
さん
三
み
位
いったい
一体
の
かみ
神
の
きよ
聖
い
の
まじ
交
わりに
まね
招
かれて、
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
にあずかろうとしています。
司式者　これは
せい
聖
なる
ゆいいつ
唯一
の
かみ
神
が、
みこ
御子
の
じゅう
十
じか
字架
の
あがな
贖
いの
わざ
業
と
、
せいれい
聖霊
の
たす
助
けによって
、
きょう
教
かい
会
に
あた
与
えてくださった
み
御
くに
国
における
しょく
食
じ
事
です。
会　衆　この
しょく
食
じ
事
を
とお
通
して、
さん
三
み
位
いったい
一体
の
かみ
神
と
まじ
交
わり、
しゅ
主
イエスを
しん
信
じる
もの
者
との
まじ
交
わりにあずかります。
司式者　
この
おお
大
いなる
めぐ
恵
みへの
まね
招
きにもかかわらず、わたしたちの
あゆ
歩
みが、
その
めぐ
恵
みにお
こた
応
えするのに
か
欠
け
おお
多
い
ひび
日々
であったことを
みと
認
めます。「だれでも、
じ
自
ぶん
分
をよく
たし
確
かめたうえで、そのパンを
た
食
べ、その
さかずき
杯
から
の
飲
むべきです」と
せいしょ
聖書
に
すす
勧
められて
いるように、
いま
今
、
み
御
まえ
前
に
た
立
ち
、
かみ
神
に
たい
対
して、
しめ
示
される
つみ
罪
があるならば、
)
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 (
(
ヨハネ一
１・７
〜
９
)
) (
＜罪の赦し＞
) (
＜悔い改め＞
)

 (
こ
の聖餐
式文試案について
　このたびの新しい式文では、これまで教団内で広く用いられてきた日本基督教団式文の聖餐式文よりも、さらに共に聖餐を祝うという要素を取り入れ、司式者と会衆の交読形式よる聖餐式を提案いたします。
　以下の項目は、従来の日基教団式文よりも明確に意識されています。
　
[
奉献
]
聖餐における
奉献とは
、
主に西方教会の伝統の中でパンとぶどう酒をささげることを指すと言われてい
る。
パンと
ぶどう
酒が
ささ
げられ、
私たちは
「キリストがご自身を
ささ
げられた」ことを見る
。この奉献の時に、
ただ一度キリストが
ご自身をささ
げられたことを
覚え
、悔い改めと感謝とを
ささ
げる
のである
。
　
[
おおい布
を取る
]
十字架
の
後、至聖所の幕が
裂け
て、神の贖いの恵みが明らかにされ
た
ように、
おおい布を
取り除
いて、パンとぶどう酒
が
贖いの
恵みのしるし
であることを示す。また、死を打ち破り復活された主の命にあずかることを示す。
) (
また、
きょう
教
かい
会
の
きょう
兄
だい
弟
し
姉
まい
妹
、
ひび
日々
せっ
接
する
ひとびと
人々
に
たい
対
して、
き
気
づかされている
つみ
罪
があるならば、
かみ
神
に
こくはく
告白
しましょう。
しばらく
もく
黙
とう
祷
いたします。
司式者　
アーメン
司式者　
こえ
声
を
あ
合
わせて
いの
祈
りましょう。
司式者・会
衆　
すべ
全
てを
つく
造
られた
ぜんのう
全能
の
ちち
父
なる
かみ
神
。
わたしたちは
おも
思
いと
こと
言
ば
葉
と
いとに
よって
つみ
罪
を
おか
犯
し、いくたびとなく
しゅ
主
に
そむ
背
きましたことを
みと
認
め、
く
悔
い
あらた
改
めます。
あわ
憐
れみ
ふか
深
い
ちち
父
よ、わたしたちを
あわ
憐
れんでください。
しゅ
主
イエスの
じゅう
十
じか
字架
の
ち
血
しお
潮
により、
すべ
全
ての
つみ
罪
をことごとく
ゆる
赦
してください。わたしたちの
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によってお
ねが
願
いいたします
。アーメン。
司式者　
ゆる
赦
しの
み
御
こと
言
ば
葉
を
き
聞
きましょう。
「しかし、
かみ
神
が
ひかり
光
の
なか
中
におられるように、わたしたちが
ひかり
光
の
なか
中
を
あゆ
歩
むなら、
たが
互
いに
まじ
交
わりを
も
持
ち、
みこ
御子
イエスの
ち
血
によってあらゆる
つみ
罪
から
きよ
清
められ
ます。
じ
自
ぶん
分
に
つみ
罪
がないと
い
言
うなら、
みずか
自
らを
あざむ
欺
いており、
しん
真
り
理
はわたしたちの
うち
内
にありません。
じ
自
ぶん
分
の
つみ
罪
を
おおやけ
公
に
い
言
い
あらわ
表
すなら、
かみ
神
は
しんじつ
真実
で
ただ
正
しい
かた
方
ですから、
つみ
罪
を
ゆる
赦
しあらゆる
ふぎ
不義
からわたしたちを
きよ
清
めてくださいます。」
)
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 (
わ
りの
ひ
日
まで、
へいあん
平安
のうちに
あゆ
歩
ませてください。
びょうしょう
病床
の
かた
方
をはじめ
、
きょう
今日
せいさん
聖餐
にあずかれなかった
かたがた
方々
、また、
（バプテスマ）
洗礼
にあずかっていない
かたがた
方々
に
しゅ
主
の
ゆた
豊
かな
めぐ
恵
みと
へい
平
わ
和
がありますように。
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によって
いの
祈
ります
。アーメン
おおい布はかけないままにして、主の食卓が閉じられていないことをあらわす
) (
＜奨励＞
) (
＜奉献＞
) (
＜聖別の祈り＞
) (
＜賛美＞
)

 (
この
み
御
こと
言
ば
葉
を
しん
信
じて、
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
にあずかりましょう。
会　衆　アーメン
（ここで「十字架の上に」
(
新聖歌
48
番
)
など、ほふられた小羊、十字架に関する賛美を歌ってもよい
）
司式者　どの
きょう
教
かい
会
でも、
ちち
父
と
こ
子
と
せいれい
聖霊
の
な
名
によって
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
けた
かた
方
は、この
しょくたく
食卓
にあずかりましょう。
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
けておられない
かた
方
は、
せいさん
聖餐
にあずかることはできませんが、
しゅ
主
はみなさんを
まね
招
いておられます。
しゅ
主
イエスの
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
を
しん
信
じ、
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
け、
いち
一
にち
日
も
はや
早
く
とも
共
に
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
の
めぐ
恵
みにあずかることを
いの
祈
り、
お
めいたします。
おおい布を取る
司式者　
いの
祈
りましょう。
ちち
父
なる
かみ
神
。
わたしたちは
しん
信
こう
仰
によって、
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
による
かみ
神
の
めぐ
恵
みと
すく
救
いの
はたら
働
きを
おも
思
い
お
起
こし、
さん
賛
び
美
と
かんしゃ
感謝
をささげます。
じゅう
十
じか
字架
につけられたイエス・キリストの
からだ
体
と
ち
血
とにあずかることによって、
わたしたちを
やしな
養
い
、キリストに
に
似
た
もの
者
としてください。
わたしたちのうちに
せいれい
聖霊
が
はたら
働
いてくださり、
キリストが
)
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 (
＜分餐＞
) (
＜感謝の祈り＞
) (
＜制定＞
) (
とも
共
にいますことを
かく
確
しん
信
できるようにしてください。このパンと
この
さかずき
杯
を
せいべつ
聖別
し、この
しょくたく
食卓
を
しゅく
祝
ふく
福
してください。
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によって
いの
祈
ります。
司式者・会
衆　アーメン
司式者　この
しょくたく
食卓
を
しゅ
主
が
さだ
定
められたことは、
せいしょ
聖書
が
つぎ
次
のように
あか
証
ししています。
「わたしがあなたがたに
つた
伝
えたことは、わたし
じ
自
しん
身
、
しゅ
主
から
う
受
けたものです。
会　衆　すなわち、
しゅ
主
イエスは、
ひ
引
き
わた
渡
される
よる
夜
、パンを
と
取
り、
かんしゃ
感謝
の
いの
祈
りをささげてそれを
さ
裂
き、
司式者　『これは、あなたがたのためのわたしの
からだ
体
である。わたしの
き
記
ねん
念
としてこのように
おこな
行
いなさい』と
い
言
われました
。
会　衆　また、
しょく
食
じ
事
の
あと
後
で、
さかずき
杯
も
おな
同
じようにして、『この
さかずき
杯
は、わたしの
ち
血
によって
た
立
てられる
あたら
新
しい
けいやく
契約
である。
の
飲
む
たび
度
に、わたしの
き
記
ねん
念
としてこのように
おこな
行
いなさい』と
い
言
われました。
司式者　だから、あなたがたは、このパンを
た
食
べこの
さかずき
杯
を
の
飲
むごとに、
しゅ
主
が
こ
来
られるときまで、
しゅ
主
の
し
死
を
つ
告
げ
し
知
らせるのです。」
) (
(
コリント
一
11
・
23
〜
26
)
)

 (
これは、わたしたちのために
さ
裂
かれた
しゅ
主
イエス・キリストの
からだ
体
です。あなたのために
しゅ
主
が
いのち
命
を
す
捨
てられたことを
おぼ
覚
え、
かんしゃ
感謝
をもってこれを
う
受
け、
しん
信
こう
仰
をもって
こころ
心
のうちにキリストを
あじ
味
わうべきで
あります。
パンを分ける
これは、わたしたちのために
なが
流
された
しゅ
主
イエス・キリストの
ち
血
しお
潮
です。あなたのために
しゅ
主
が
ち
血
を
なが
流
されたことを
おぼ
覚
え、
かんしゃ
感謝
をもってこれを
う
受
け、
しん
信
こう
仰
をもって
こころ
心
のうちにキリストを
あじ
味
わうべきであります。
杯を分ける
かんしゃ
感謝
の
いの
祈
り
をささげ
ましょう。
(
自由祈祷でもよい
)
ちち
父
なる
かみ
神
。
せい
聖
なる
あい
愛
の
まじ
交
わりのしるしであるこの
せいさん
聖餐
を
かんしゃ
感謝
します。
これ
を
とお
通
して、
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
の
めぐ
恵
みをわたしたちのうちに
たし
確
かなものとしてくださったことを
かんしゃ
感謝
します。
しゅ
主
よ、わたしたちがキリストの
からだ
体
の
いち
一
ぶ
部
であることを
おぼ
覚
え、さらに
あい
愛
し、
つか
仕
える
もの
者
としてください。
ち
地
の
しお
塩
・
よ
世
の
ひかり
光
として
あゆ
歩
み、
でんどう
伝道
の
わざ
業
に
とも
共
に
はげ
励
み、
しゅ
主
の
らいりん
来臨
を
ま
待
ち
のぞ
望
み、
お
終
)
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 (
＜招詞＞
   
＜信仰  
告白＞
) (
(
マタイ
11
・
28
)
(
ヨハネ
３
・
16
)
) (
(
マタイ
11
・
28
)
(
ヨハネ
３
・
16
)
) (
＜招詞＞
 
   
 
＜信仰  
告白＞
) (
＜制定＞
) (
(
コリント
一
11
・
23
〜
26
)
) (
＜分餐＞
)

 (
信仰告白
（
通常の聖日礼拝で聖餐式を行う場合は、省略できる
）
司式者 　
しゅ
主
の
まね
招
きの
こと
言
ば
葉
を
き
聞
きましょう。
「
つか
疲
れた
もの
者
、
おも
重
に
荷
を
お
負
う
もの
者
は、だれでもわたしのもとに
き
来
なさい。
やす
休
ませてあげよう。」
「
かみ
神
は、その
ひと
独
り
ご
子
をお
あた
与
えになったほどに、
よ
世
を
あい
愛
された。
ひと
独
り
ご
子
を
しん
信
じる
もの
者
が
ひとり
一人
も
ほろ
滅
びないで、
えいえん
永遠
の
いのち
命
を
え
得
るためである。」
（
これ以外の聖句を読んでもよい
）
司式者　
これは、わたしたちのために
さ
裂
かれた
しゅ
主
イエス・キリストの
からだ
体
です。あなたのために
しゅ
主
が
いのち
命
を
す
捨
てられたことを
おぼ
覚
え、
かんしゃ
感謝
をもってこれを
う
受
け、
しん
信
こう
仰
をもって
こころ
心
のうちにキリストを
あじ
味
わうべきで
あります。
パンを分ける
司式者　
これは、わたしたちのために
なが
流
された
しゅ
主
イエス・キリストの
ち
血
しお
潮
です。あなたのために
しゅ
主
が
ち
血
を
なが
流
されたことを
おぼ
覚
え、
かんしゃ
感謝
をもってこれを
う
受
け、
しん
信
こう
仰
をもって
こころ
心
のうちにキリストを
あじ
味
わうべきであります。
杯を分ける
)








 (
この
しょくたく
食卓
を
しゅ
主
が
さだ
定
められたことは、
せいしょ
聖書
が
つぎ
次
のように
あか
証
ししています。
「わたしがあなたがたに
つた
伝
えたことは、わたし
じ
自
しん
身
、
しゅ
主
から
う
受
けたものです。すなわち、
しゅ
主
イエスは、
ひ
引
き
わた
渡
される
よる
夜
、パンを
と
取
り、
かんしゃ
感謝
の
いの
祈
りをささげてそれを
さ
裂
き、『これは、あなたがたのためのわたしの
からだ
体
である。わたしの
き
記
ねん
念
としてこのように
おこな
行
いなさい』と
い
言
われました
。
また、
しょく
食
じ
事
の
あと
後
で、
さかずき
杯
も
おな
同
じようにして、『この
さかずき
杯
は、わたしの
ち
血
によって
た
立
てられる
あたら
新
しい
けいやく
契約
である。
の
飲
む
たび
度
に、わたしの
き
記
ねん
念
としてこのように
おこな
行
いなさい』と
い
言
われました。だから、あなたがたは、このパンを
た
食
べこの
さかずき
杯
を
の
飲
むごとに、
しゅ
主
が
こ
来
られるときまで、
しゅ
主
の
し
死
を
つ
告
げ
し
知
らせるのです。」
信仰告白
（通常の聖日礼拝で聖餐式を行う場合は、省略できる）
しゅ
主
の
まね
招
きの
こと
言
ば
葉
を
き
聞
きましょう。
「
つか
疲
れた
もの
者
、
おも
重
に
荷
を
お
負
う
もの
者
は、だれでもわたしのもとに
き
来
なさい。
やす
休
ませてあげよう。」
「
かみ
神
は、その
ひと
独
り
ご
子
をお
あた
与
えになったほどに、
よ
世
を
あい
愛
された。
ひと
独
り
ご
子
を
しん
信
じる
もの
者
が
ひとり
一人
も
ほろ
滅
びないで、
えいえん
永遠
の
いのち
命
を
え
得
るためである。」
（
これ以外の聖句を読んでもよい
）
)
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 (
＜聖別の祈り＞
) (
＜奉献＞
) (
＜奨励＞
) (
＜賛美＞
) (
（ここで「十字架の上に」
(
新聖歌
48
番
)
など、ほふられた小羊、十字架に関する賛美を歌ってもよい
）
どの
きょう
教
かい
会
でも、
ちち
父
と
こ
子
と
せいれい
聖霊
の
な
名
によって
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
けた
かた
方
は、この
しょくたく
食卓
にあずかりましょう。
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
けておられない
かた
方
は、
せいさん
聖餐
にあずかることはできませんが、
しゅ
主
はみなさんを
まね
招
いておられます。
しゅ
主
イエスの
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
を
しん
信
じ、
（バプテスマ）
洗礼
を
う
受
け、
いち
一
にち
日
も
はや
早
く
とも
共
に
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
の
めぐ
恵
みにあずかることを
いの
祈
り、
お
すす
勧
めいたします。
おおい布を取る
いの
祈
りましょう。
ちち
父
なる
かみ
神
。
わたしたちは
しん
信
こう
仰
によって、
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
による
かみ
神
の
めぐ
恵
みと
すく
救
いの
はたら
働
きを
おも
思
い
お
起
こし、
さん
賛
び
美
と
かんしゃ
感謝
をささげます。
じゅう
十
じか
字架
につけられたイエス・キリストの
からだ
体
と
ち
血
とにあずかることによって、
わたしたちを
やしな
養
い
、キリストに
に
似
た
もの
者
としてください。
わたしたちのうちに
せいれい
聖霊
が
はたら
働
いてくださり、
キリストが
とも
共
にいますことを
かく
確
しん
信
できるようにしてください。このパンと
この
さかずき
杯
を
せいべつ
聖別
し、この
しょくたく
食卓
を
しゅく
祝
ふく
福
してください。
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によって
いの
祈
ります。
アーメン
) (
司式者　
かんしゃ
感謝
の
いの
祈
り
をささげ
ましょう。
(
自由祈祷でもよい
)
ちち
父
なる
かみ
神
。
せい
聖
なる
あい
愛
の
まじ
交
わりのしるしであるこの
せいさん
聖餐
を
かんしゃ
感謝
します。
これ
を
とお
通
して、
じゅう
十
じか
字架
と
ふっかつ
復活
の
めぐ
恵
みをわたしたちのうちに
たし
確
かなものとしてくださったことを
かんしゃ
感謝
します。
しゅ
主
よ、わたしたちがキリストの
からだ
体
の
いち
一
ぶ
部
であることを
おぼ
覚
え、さらに
あい
愛
し、
つか
仕
える
もの
者
としてください。
ち
地
の
しお
塩
・
よ
世
の
ひかり
光
として
あゆ
歩
み、
でんどう
伝道
の
わざ
業
に
とも
共
に
はげ
励
み、
しゅ
主
の
らいりん
来臨
を
ま
待
ち
のぞ
望
み、
お
終
わ
りの
ひ
日
まで、
へいあん
平安
のうちに
あゆ
歩
ませてください。
びょうしょう
病床
の
かた
方
をはじめ
、
きょう
今日
せいさん
聖餐
にあずかれなかった
かたがた
方々
、また、
（バプテスマ）
洗礼
にあずかっていない
かたがた
方々
に
しゅ
主
の
ゆた
豊
かな
めぐ
恵
みと
へい
平
わ
和
がありますように。
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によって
いの
祈
ります。
司式者・会
衆　アーメン
おおい布はかけないままにして、主の食卓が閉じられていないことをあらわす
) (
＜感謝の祈り＞
)
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 (
＜勧告＞
) (
(
コリント
一
11
・
28
)
) (
＜罪の赦し＞
) (
(
ヨハネ一
１・７
〜
９
)
) (
＜悔い改め＞
) (
しばらく
もく
黙
とう
祷
しましょう。
黙祷
いの
祈
ります。
すべ
全
てを
つく
造
られた
ぜんのう
全能
の
ちち
父
なる
かみ
神
。
わたしたちは
おも
思
いと
こと
言
ば
葉
と
おこな
行
いとによって
つみ
罪
を
おか
犯
し、いくたびとなく
しゅ
主
に
そむ
背
きましたことを
みと
認
め、
く
悔
い
あらた
改
めます。
あわ
憐
れみ
ふか
深
い
ちち
父
よ、わたしたちを
あわ
憐
れんでください。
しゅ
主
イエスの
じゅう
十
じか
字架
の
ち
血
しお
潮
により、
すべ
全
ての
つみ
罪
をことごとく
ゆる
赦
してください。わたしたちの
しゅ
主
イエス・キリストの
み
御
な
名
によってお
ねが
願
いいたします
。アーメン。
ゆる
赦
しの
み
御
こと
言
ば
葉
を
き
聞
きましょう。
「しかし、
かみ
神
が
ひかり
光
の
なか
中
におられるように、わたしたちが
ひかり
光
の
なか
中
を
あゆ
歩
むなら、
たが
互
いに
まじ
交
わりを
も
持
ち、
みこ
御子
イエスの
ち
血
によってあらゆる
つみ
罪
から
きよ
清
められ
ます。
じ
自
ぶん
分
に
つみ
罪
がないと
い
言
うなら、
みずか
自
らを
あざむ
欺
いており、
しん
真
り
理
はわたしたちの
うち
内
にありません。
じ
自
ぶん
分
の
つみ
罪
を
おおやけ
公
に
い
言
い
あらわ
表
すなら、
かみ
神
は
しんじつ
真実
で
ただ
正
しい
かた
方
ですから、
つみ
罪
を
ゆる
赦
しあらゆる
ふぎ
不義
からわたしたちを
きよ
清
めてくださいます。」
この
み
御
こと
言
ば
葉
を
しん
信
じて、
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
にあずかりましょう。
) (
＜宣言＞
) (
＜主の食卓
へ
の
招き
＞
) (
<
司式者主導形式
>
ただ
いま
今
から、
せいさんしき
聖餐式
を
と
執
り
おこな
行
います。
（
ここで賛美を歌ってもよい
）
わたしたちの
すく
救
い
ぬし
主
イエス・キリストは、この
しょくたく
食卓
にイエスを
しん
信
じる
ひとびと
人々
を
まね
招
いておられます。
しゅ
主
の
まね
招
きに
かんしゃ
感謝
し
、
よろこ
喜
びをもって
せいさん
聖餐
にあずかりましょう。
わたしたちは
さん
三
み
位
いったい
一体
の
かみ
神
の
きよ
聖
い
の
まじ
交
わりに
まね
招
かれて、
しゅ
主
の
しょくたく
食卓
にあずかろうとしています。これは
せい
聖
なる
ゆいいつ
唯一
の
かみ
神
が、
みこ
御子
の
じゅう
十
じか
字架
の
あがな
贖
いの
わざ
業
と、
せいれい
聖霊
の
たす
助
けによって、
きょう
教
かい
会
に
あた
与
えてくださった
み
御
くに
国
における
しょく
食
じ
事
です。この
しょく
食
じ
事
を
とお
通
して、
さん
三
み
位
いったい
一体
の
かみ
神
と
まじ
交
わり、
しゅ
主
イエスを
しん
信
じる
もの
者
との
まじ
交
わりにあずかります。
この
おお
大
いなる
めぐ
恵
みへの
まね
招
きにもかかわらず、わたしたちの
あゆ
歩
みが、
その
めぐ
恵
みにお
こた
応
えするのに
か
欠
け
おお
多
い
ひび
日々
であったことを
みと
認
めます。「だれでも、
じ
自
ぶん
分
をよく
たし
確
かめたうえで、そのパンを
た
食
べ、その
さかずき
杯
から
の
飲
むべきです」と
せいしょ
聖書
に
すす
勧
められて
いるように、
いま
今
、
み
御
まえ
前
に
た
立
ち
、
かみ
神
に
たい
対
して、
しめ
示
される
つみ
罪
があるならば、また、
きょう
教
かい
会
の
きょう
兄
だい
弟
し
姉
まい
妹
、
せっ
接
する
ひとびと
人々
に
たい
対
して、
き
気
づかされている
つみ
罪
があるならば、
かみ
神
に
こくはく
告白
しましょう。
)
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